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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（ 

一一） 

一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
わ
た
る
第
一
次
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

た
か
。
ま
ず
民
間
職
員
層
の
動
向
を
見
ょ
う
。

林

栄

郎

「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

「
ド
イ
ツ
職
業
団
体
年
報
」
の
一
九
一
二

O
年
版
に
よ
る
と
、

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
職
員
組
合
（
〉
認
2
5
5
3
2佐
官
骨
）
の
組
合

（鈎｝

員
お
よ
び
そ
の
う
ち
の
独
立
経
営
者
（

ω己
Z
Sロ
内
出
向
巾
）
の
数
の
変
化
は
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

年

組
合
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数
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独
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
伺
（
小
林
）

一
九
二
ハ

五
三
一
、
六

O
九

六
一
、
三
二
四

一
九
一
七

四
四
四
、
三
八
四

五
二
、
九
一
六

一
九
一
八

四
二
五
、
二
九
八

四
八
、
九
一
六

一
九
一
九

八
七
一
、
七
九
一

六
八
、
八
二
六

一
九
二

O

一
、
四
三
六
、
七
八

O

二
占
ハ
、

こ
の
統
計
で
興
味
ぶ
か
い
の
は
、
独
立
経
営
者
の
数
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
第
一
次
大
戦
前
に
つ
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
ド
イ
ツ
の
民
間
職
員

二
－
五

二
五
二

一
一
・
五

一
一
・
九

一
一
・
五

七
・
九

の
組
合
に
は
経
営
者
を
含
ま
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
統
計
で
は
経
営
者
を
含
む
も
の
も
含
ま
な
い
も
の
も
い
っ
し
ょ
に
し
て
、
総
計
と
し
て

出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
組
合
参
加
を
認
め
ら
れ
て
い
る
経
営
者
の
数
は
革
命
後
に
よ
う
や
く
減
少
す
る
が
、

一
九
一
九
年

に
至
っ
て
ま
だ
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
こ
と
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
組
合
意
識
の
実
状
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
一
九
一
五
年
の
と
こ

し
て
い
る
の
は
、
動
員
が
こ
の
年
度
に
経
営
者
の
年
令
層
に
お
よ
ん
で
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ろ
で
組
合
員
総
数
は
前
年
よ
り
ひ
ど
く
減
っ
て
い
る
の
に
、
経
営
者
数
は
か
え
っ
て
前
年
よ
り
ふ
え
て
お
り
、
翌
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
激
減

ギ
ュ
ン
タ
l
・
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
職
員
お
よ
び
職
員
労
働
組
合
」

的
活
動
・
社
会
的
地
位
お
よ
び
組
合
制
度
の
発
展
と
現
状
」
と
い
う
副
題
を
も
ち
、

書
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
内
容
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。

（
一
九
六
一
年
刊
）

l主

「
商
工
業
職
員
の
職
業

民
間
職
員
の
組
合
運
動
に
か
ん
す
る
数
す
く
な
い
研
究

い
だ
で
三
つ
の
「
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

（
活
動
共
同
体
）
が
生
ま
れ
た
。

ハ
ル
ト
フ
ィ
l
ル
に
よ
る
と
ー
ー
ー
第
一
次
大
戦
中
に
、

一
九
一
六
年
一

O
月
八
日
に
い
く
つ
か
の

大
き
な
商
業
職
員
組
合
が
音
頭
を
と
っ
て
結
成
さ
れ
た

ド
イ
ツ
民
間
職
員
の
組
合
の
あ

一
つ
は

（〉同ゲ白山仲間
m
o
g
m
E∞n
z
p

「
商
業
職
員
組
合
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

－S丘
B
E
E
R
r
m同
〈
叩
門
広
ロ
L
o
i
l－
〉
同
〈
）

で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
技
術
職
員
の
も
の
で
、

『ぬ）

（〉
F
0
5
m
m
B巳
E
n
F阻止

Honr口
広
島
町
同
〈
R
Eロ
仏
巾
）
と
い
い
、
こ
れ
は
時
間
的
に
は
前
の
も
の
よ
り
早
く
、

一
九
一
五
年
一
二
月
二

フ
ト
」

「
技
術
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ



（引）

七
日
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
活
動
共
同
体
は
一
九
一
七
年
秋
に
結
成
さ
れ
た

「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

〉
円

Z
F
S
m
o
B巳
ロ
出
口
｝
戸
田
町
仲
間
同
町
仲
間

H
〉
ロ

m
E巾
－
－
芯
ロ
〈

R
E忌白
1
ー
と
〉

（
・
芳
点
小
林
1
｜
「
自
由
」
と
は
、

ト
イ
ツ
労
働
組
合
の
名
称
の
ば
あ

L、、

「
社
会
民
主
党
系
」
を
意
味
す
る
）
で
あ
っ
た
。

第
一
の
「
商
業
職
員
組
合
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
大
戦
前
の
事
情
を
か
え
り
み
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一

九
一
二
年
末
に
す
で
に
三
つ
の
商
業
職
釘
組
合
が
協
定
し
て

「
商
業
職
員
組
合
の
社
会
的
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

（

ω
O
N
F
色。

〉円

σ
a
a
m刊
同
ロ
叩
吉
田

nr田
町
円
仏

O
H
W田口問
B
Pロ
ロ
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ロ
｝
回
目
ロ
〈

OHVMFロ円山
φ
a
l－
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ω・

「
一
八
五
八
年
の
商
業
従
業
共
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」
、

kr・
。
・
）
を
利
織
し
て
い
た
。
一
ニ
つ
の
商
業
職
員
組
合
と
い
う
の
は
、

（認｝

「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
組
合
が
そ
れ

ぞ
れ
独
立
性
と
行
動
の
内
由
と
を
保
持
し
つ
つ
、

で
き
る
だ
け
協
力
し
て
商
業
職
員
運
動
と
し
て
の
共
通
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
主
要
目
的
は
商
業
職
員
の
社
会
的
状
態
（
岳
叩
印
O
N
E
S
〈
O
H
E
－s
g目）
の
改
善
に
あ
り
、

そ
の
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て

商
業
職
員
の
統
計
的
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
そ
の
ほ
か
に
、
組
合
と
し
て
の
教
養
講
座
の
統
一
化
を
め
ざ
し
た
。
ま
た
商
業
職

員
の
労
働
市
場
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
職
場
紹
介
組
織
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
組
織
が
従
来
の
こ
の
種
の
組
織
と
異
な
る
点
は
、
最
低
給

与
を
定
め
て
、
そ
れ
以
下
で
は
紹
介
し
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
二
組
合
の
う
ち
「
ド
イ
ツ
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」
は
依
然
と
し
て

経
営
者
の
組
合
加
入
を
認
め
る
方
針
を
強
調
し
た
た
め
、
他
の
商
業
職
員
組
合
で
経
営
者
を
排
除
し
て
労
働
組
合
的
性
格
を
高
め
よ
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の

S
・
A
・
G
に
加
盟
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
。
も
し
加
盟
す
る
と
、
労
働
組
合
的
考
え
方
が
阻
害
さ
れ
は
し
な
い

か
と
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
Q

こ
の

S
・
A
＠

G
が
一
九
一
六
年
一

O
月
八
日
に
A
K
V
に
な
っ
た
。

A
K
V
は、

い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ジ
沼
ア
的
中

間
層
的
（
V
U
H
m
o
E
n
r
l
g
E四
宮
伊
豆
町
ny）
方
向
性
を
も
っ
職
員
組
合
の
大
同
団
結
を
め
ざ
す
も
の
で
、

」
れ
に
加
盟
し
た
主
な
職
員
組
合

は
、
上
記
の
三
組
合
の
ほ
か
に
、

｛お
V

A
日
」
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
「
ド
イ
ツ
白
人
制
合
」
は
、

「
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
シ
ク
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」
、

「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
蔵
人
組

;/L 

一
年
に
は
ま
だ
経
営
者
が
閥
六
五
人
も
い
た
が
、

そ
の
の
ち
職
員
だ
け
の
組

第
一
次
大
戦
前
後
の
ト
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
耐
」
と
労
働
運
動

ω
（
小
林
）

二
五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
口
（
小
林
）

二
五
四

合
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
経
蛍
者
を
含
ま
な
い
組
合
も
参
加
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

A
K
V
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
中
間

層
的
な
立
場
を
と
り
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
を
ブ
ル
l

・
カ
ラ
！
と
区
別
し
て
、

ス
ト
そ
の
他
の
労
働
組
合
的
闘
争
手
段
に
つ
い
て
は
こ
れ

を
拒
否
し
て
い
る
。
と
く
に
「
ド
イ
ツ
商
人
組
合
」
は
、
従
来
く
り
か
え
し
て
「
自
分
た
ち
は
労
働
組
合
的
態
度
を
と
る
」
と
言
明
し
て
い
た

『羽｝

一
九
一
六
年
に
こ
の

A
K
V
に
加
盟
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
で
も
商
業
職
員
以
外
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
あ
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

だ
で
は
第
一
次
大
戦
前
す
で
に
労
働
組
合
的
運
動
が
し
だ
い
に
発
展
し
て
き
て
い
た
の
に
、
商
業
職
員
組
合
の
多
く
は
当
時
ま
だ
労
働
組
合
的

方
向
に
ふ
み
切
れ
な
い
事
情
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
技
術
職
員
組
合
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
は
、

経
営
者
を
含
む
組
合
の
加
盟
を
認
め
な
い
。

」
の
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン

シ
ャ
フ
ト
を
結
成
し
た
の
は

「
ド
イ
ツ
技
師
組
合
」

（ロ
2
－gnHM四
円

叶

m
n
r
E
r
R
l〈
四
円
ゲ
白
ロ
仏
）

と

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」

（円）柑己仲田口｝
H21

当。吋｝両日冊目印同
2
1〈
耳

Z
E）
で
、

両
組
合
と
も
、
商
業
職
員
の
多
く
の
組
合
の
場
合
と
ち
が
っ
て
、

被
雇
用
者
と
い
う
立
場
を
前
面
に
お
し

出
し
て
い
る
。

た
し、

し
て
ー「

ド

イ「
ツド
i敵イ
長ツ
組技
合 n市
」§組

は合、L__
l土

で
き
る
だ
け
極
営
者
を
排
除
し
て
、

職
員
だ
け
の
組
織
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
。

」
れ
に

経
営
者
を
含
ま
、
す
全
部
が
職
員
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
活
動
方
針
は
「
労
働
組
合
的
で
な
い
」

（
ロ
山
口
官
官
当
日
官
口

E
E
w
r）
こ
と
を
強
調
し
、
経
営
者
と
従
業
員
と
の
紛
争
の
場
合
に
は
、
調
停
者
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
つ
と
め
る
。
こ

の
両
組
合
は
、
被
一
雇
用
者
の
立
場
を
力
説
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
自
分
た
ち
は
ブ
ル
l

・
カ
ラ
！
と
は
ち
が
っ
た
被
雇
用
者
で
あ
る
と
す
る

点
に
お
い
て
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
員
運
動
を
普
通
の
ブ
ル
l
・
カ
ラ
！
の
労
働
運
動
と
区
別
し
て
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

点
で
、
明
ら
か
に
中
間
層
的
性
格
が
つ
よ
い
。

「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
に
は
前
史
が
あ
る
。
大
戦
前
の
一
九
一
三
年
に
「
統
一
職
員
法
・
制
定
期
成
ア
ル
パ

な
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
九
一
七
年
秋
に
改
称
し
て
「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
と

（話回

つ
ぎ
の
組
合
で
あ
る

i
l
「
全
ド
イ
ツ
銀
行
員
組

一
九
一
三
年
の
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
加
盟
し
た
の
は
、
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g
z
S
2
ω
お
釘

R
l〈
刊
号
宮
内
】

（
本
部
エ
ッ
セ
ン
）
、

「
ド
イ
ツ
裁
断
師
組
合
」

ロ
2
g
n
Y
2
N
5口
r
S
E
a－〈
m
F
S円
山
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

「
ド
イ
ツ
下
絵
師
組
合
」

。
g
g
n
F
2
〈
2
N
Eロ
ゲ
ロ
由
同
〈
2σ
国ロ仏

（
本
部
ド
ル
ト
ム
ン
ト
）
、

「
ド
イ
ツ
劇
場
従
業
員
組
合
」

。伺ロ
O
問団白ロ田

nr阻止

。
再
三
回
n
Z同

目
。
叩
百
四
ロ
田
口
ぬ
巾
「
α江
mmw円
（
木
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

「
国
際
芸
人
組
合
」

F
Z
B白
t
o
g－由〉込山田門
g
z
m
o
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

「
ド
イ
ツ
事
務
職

員
組
合
」

ぐ由同
σ田
口
門
日
仏
母
国
民
同
O目
指
g
E
F
g
口
町
三
凹
口
正
自
身
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

「
商
店
員
中
央
組
合
」

N
2民同
1

回目司自己
u
白ロ門］門］白吋

出
血
ロ
岳
g
m諸
問
町
出
向
。
ロ
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

「
技
術
上
級
海
員
組
合
」
〈
2
E包

g
n
r
E
2
r
R
ω
岳
民
団
O
E
N百
四
（
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
、

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

（♂） 

4
0
同g
Z
E
H
門
凶
器
庶
民
間
口
ro
回口
n
r
z
E
R
m刊
当
由
同
ゲ
叩
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
。
以
上
一
五
組
合
で
結
成
し
た
一
九
一
一
一
一
年
の
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ

「
工
芸
美
術
家
組
合
」

〈
巾
同
ゲ
国
ロ
内
同
島
町
片
貝
戸
口
回
同
m居者向同
σ白
Ngnrロ四円

「
ド
イ
ツ
製
本
業
職
長
組
合
」
巧
由
同
町
田
町
E
2
1

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、
翌
一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
始
ま
る
と
戦
傷
者
の
世
話
を
し
、
ま
た
一
九
一
六
年
末
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
の
「
祖
国
救

援
勤
務
」

（
母
門
〈
出
件
。
門
戸
川
口
岳
凹

n
Z
国
民
邑
同
日
ロ
回
同
）
の
仕
事
を
し
て
お
り
、

フ
ト
」
す
な
わ
ち
A
f
A
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。
職
員
組
合
の
う
ち
労
働
組
合
的
方
向
へ
の
発
展
を
め
ざ
す
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
こ

一
九
一
七
年
秋
に
「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

上
記
の
一
五
組
合
の
う
ち
最
も
有
力
な
二
つ
の
組
合
す
な
わ
ち
「
ド
イ
ツ
事
務
職
員
組
合
」
と
「
商
店
員
中
央
組

合
」
は
、
同
時
に
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
系
の
「
自
由
労
働
組
合
総
委
員
会
」

の
A
f
A
に
加
盟
し
た
。

（の

S
O
B－wcgBF印回目。ロ内回目門出
B
Wロ
〉
与
巴
仲
2
m
o当
局
宮
島
田
？

おロ）

（
芳
点
小
林

i
！
こ
こ
で
も
「
自
由
」
は
こ
の
組
織
が
社
会
民
主
党
系
た
る
こ
と
を
意
味
し
て
使
わ
れ
て
い
る
）
に
所
属
し
て
い
た
。

一
九
一
六
年
一
二
月
五
日
に
「
相
国
救
援
勤
務
法
」

（の

2
2
N
p
r
R
L
g
〈
R
R－m白内出田口｝
d
g
Z己
主
日
開
口
出
同
〉
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法

第
一
次
大
戦
前
後
の
ト
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
間
」
と
労
働
運
動
口
（
小
林
）

一
一
五
五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
岡
崎
」
と
労
働
運
動
伺
（
小
林
u

二
五
六

律
に
た
い
す
る
職
員
組
合
諸
派
の
態
度
を
み
る
と
、
組
合
の
政
策
の
上
で
は
見
解
守
異
に
し
て
い
て
も
、
戦
時
中
は
そ
う
し
た
対
立
が
ほ
と
ん

ど
背
景
に
し
り
ぞ
い
て
あ
ま
り
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

一
九
一
六
年
一
二
月
一
一
一
日
ベ
ル
リ
ン
で
こ
の
法
律
に

か
ん
す
る
労
働
組
合
お
よ
び
職
員
組
合
の
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
席
で
は
、

「
商
業
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
」
す
な
わ
ち

A
K
V
の
代
表
者
ケ
！
ラ
l
（
問
。
r
F
H）
博
士
も
、

「
技
術
職
員
組
合
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
代
表
者
へ

I

フ
レ
（
出
。
巴
叩
）
博
士
も
、

ま
た

A
f
A
の
前
身
た
る
「
統
一
職
員
法
・
制
定
期
成
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
代
表
者
ジ

l
ク
フ

リ
l
ト
・
ア
ウ
フ
ホ
イ
ザ
l
（
盟
問
主
己
主
〉
丘
r
R
Z
8
H
）
も
、
ひ
と
し
く
「
こ
の
祖
国
救
援
勤
務
法
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
l
・
カ
ラ

1
の

労
働
組
合
と
と
も
に
協
力
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
と
く
に
こ
の
法
の
第
一
一
条
す
な
わ
ち
「
五
一
人
以
上
の
保
険
義
務
あ
る
職
員

を
雇
用
す
る
す
べ
て
の
企
業
内
に
職
員
委
員
会

（〉ロ

m
g仲間口芯ロ
1

〉出回曲

n
E明白巾）

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

を
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
規
定

と
し
て
歓
迎
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
任
務
は
、
そ
の
企
業
内
の
職
員
の
一
切
の
苦
情
や
要
求
を
経
営
者
に
伝
達
す
る
に
あ
る
。
こ
の
伝
達
を
受

け
た
経
営
者
は
、
委
員
の
す
く
な
く
と
も
抗
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
と
交
渉
す
る
義
務
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
L

・
カ
ラ
l
の
組
合
組
織
が
分

裂
し
て
お
り
、
ブ
ル
l
・
カ
ラ
！
の
労
働
組
合
に
比
べ
て
ま
だ
基
礎
が
弱
い
た
め
に
、
従
来
の
ド
イ
ツ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
自
分
た
ち
の

労
働
条
件
に
か
ん
す
る
交
渉
に
応
ず
る
よ
う
に
経
営
者
を
義
務
づ
け
る
だ
け
の
カ
何
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
規
定

は
、
た
し
か
に
職
員
層
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
第
一
次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
職
員
の
団
結
が
い
く
ら
か
促
進
さ
れ
、
職
員
に
有
利
な
法
規
も
わ
ず
か
な
が
ら
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
が
、

一
九
一
七
年
七
月
に
は
上
記
の
三
つ
の
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
が
協
定
し
て
、

「
あ
ら
か
じ
め
了
解
の
え
ら
れ
る

問
題
に
つ
い
て
は
共
同
行
動
を
と
る

（
ぬ
由
自
白
山
口
由
自
己
宮
口
門

E
ロ
）
」
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
白
的
の
た
め
に
三
つ
の
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ

ャ
フ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
全
日
〈

oEHNgr）
t主

共
同
し
て
と
る
べ
き
惜
置
を
準
備
す
る
た
め
に
、

た
え
ず
互
い
に
連
絡
し
あ
う

権
限
止
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
い
か
な
る
共
同
行
動
を
と
る
か
、
ま
た
い
か
な
る
仕
方
で
行
動
す
る
か
の
決
定
権
は
、



そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
留
保
さ
れ
て
お
り
、
も
し
意
見
の
一
致
が
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
行
動

を
と
り
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
大
戦
の
最
終
年
す
な
わ
ち
一
九
一
八
年
に
な
る
と
、
紛
糾
す
る
事
態
の
な
か
で
こ
の
協
定
は

実
効
性
を
も
た
な
く
な
っ
た
Q

四

民
間
職
員
の
組
織
の
状
況
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
中
の
公
務
員
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

ブ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
「
革
命
後
の
ド
イ
ツ
公
務
員
運
動
」
は
第
一
次
大
戦
前
お
よ
び
大
戦
中
の
こ
と
に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ

ザ。ル｝、

公
務
員
の
場
合
に
も
一
九
一
五
年
の
は
じ
め
に
公
務
員
組
合
の
大
同
団
結
の
必
要
が
強
調
さ
れ
て
、

そ
の
の
ち

一
年
間
い
ろ
い
ろ
と

討
議
の
す
え
、

一
九
一
六
年
二
月
に

〈
利
益
共
同
体
）
」

「
ド
イ
ツ
国
お
よ
び
諸
邦
公
務
員
組
合
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

（H
E
2
2
8ロ
宮
g
冊目ロ田口
E
P
仏間口
i

同月－
M2

F
g
s
a
g
m
m
g
a
g
n
r田町
H
L
g仲
間
島
氏

:,,; 
('!) 

C"l ロd
田

口
ロ
0... 

U) 

i; 
由

Ul 

~ 
s 
('!) 

ロ
< 
('!) 
同
cr" 
N• 
ロ
0... 

！ 
の
ち

切。白出件目ロ司自
HE

ゲ帥ロ門
Y
W

と
改
称
）

こ
れ
に
所
属
し
た

が
結
成
さ
れ
た
。

「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

組
合
員
は
約
三

O
万
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
一
九
一
四
年
に
お
け
る
ド
イ
ツ
公
務
員
の
総
数
を
約
二

O
O

万
人
と
推
定
し
て
い
る
。
）
所
属
組
合
は
お
お
む
ね
下
級
ま
た
は
中
級
の
公
務
員
の
組
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ー
ー
ー
「
鉄
道
助
手
組
合
」

開山由。ロゲ回一目回目白曲目日間同四ロ
4
0
巴）出口門田、

「
下
級
郵
便
電
信
公
務
員
組
合
」
〈
2
E
E
F吋
C
E
2
8
P
U
2
1
5仏
叶
o－mmgHUEロゲ
g
a
g
、
ー「

邦

有
鉄
道
局
車
掌
・
車
掌
見
習
組
合
」
〈
2
g
E
宏司

ω岳
民
同
口
氏

g
L
ω
与
え
F
a
g
t品
吋
仲
良
仏
2
2
s
z
a回
目
ロ
ゲ
与
5
2当白－
Z
コぬ、

一寸，、、

ッ
セ
ン
列
車
長
・
列
車
長
見
習
組
合
」
国
g
去
の
宮
司

N
a
E
Z
2
1
5仏
N
a
E
r
H
2
2
4＆忌
2
4
m
H
E
E
、

「
ド
イ
ツ
鉄
道
手
荷
物
係
長
組

A 
日

Lー

〈
で1》
円

cr" 
出
口。過
0... 
巾
C 

＇＂＇’ 
Ul 
(") 

Z‘ 
四
円

何
回・

Ul 
巾

ロ
cr" 

含
謡
曲
()ti 
n》
ロ
自
由
同・
Ul 
F時
四
ドt
、

「
一
フ
イ
レ
』
（
ド
イ
ツ
国
）
中
級
郵
便
電
信
公
務
員
組
合
」
〈
2
Z
E
包
丘
団
B
H

刃包口｝岡田
i
H
M
R
）回同
l

ロ
ロ
仏
吋
冊
目
指
一
円
告
げ
0
ロゲ何回片岡己申ロ、

「
ド
イ
ツ
郵
便
配
達
長
組
合
」
切
口
広
仏
g
a
n
r
R

。Z召
S
仲
間
各
阻
止
ロ

2
、

「
ド
イ
ツ
機

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
伺
（
小
林
）

二
五
七
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」
V
e
r
b
a
n
d
der 

Leitungsaufseher 
i
m
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Reiche 
(
 
＃
椙
I'
"''jト

ιト
犬
、
）
’
「
h
斗
ー
ス
；
＼
(4
終
日
眠
5要
。
i戦
。
J
V
巴rband
bremischer 

Beamtenvereine '
 「
芯
摺

1斤
寝
室
主

IIト
革
委
・
E
眠
隅
~
令
」

V
e
r
b
a
n
d
 
der 
Eis
巴n
b
a
h
n
Unterassistentengehilfen 

u
n
d
 
A
n
w
a
r
t
e
r
 

（
＃
揺
’
了
え
巴
入
γ
r-[ffi[-¥l[C
・
米
4尽き誌
3明｛血
1殴
議
終
丑
曜
市
誌
叫
5至
。
」
V
e
r
b
a
n
d
mittlerer Staats-

u
n
d
 Reichseisenbahnbeamten 

（♀） 

i
m
 Kanzleidienst 

(
 
＃
揺
-R
＂
ギ
弐
）
。
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績
駆
脚
~
副
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話
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認
付
’
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巡
1
1
~
士
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緩
~
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の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
任

一
九
一
四
年
四
月
一
日

三
九
、
九
六

一
九
一
五
年
三
月
末
日

ニ
九
、
九
九
七

一
九
一
六
年
三
月
末
日

二
九
、
三
二
六

一
九
一
七
年
三
月
末
日

一
一
八
、
九
五
七

一
九
一
八
年
三
月
末
日

三
八
、
八
四

一
九
一
九
年
三
月
末
日

四
C
、
四
五
四

他
の
公
務
員
組
合
も
大
部
分
は
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
数
的
推
移
を
た
ど
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
述
べ
て
い
る
。

（
こ
の

「
ラ
イ
ヒ
中
級
郵
使
電
信
公
務
員
組
合
1

一
の
場
合
、
戦
死
者
は
第
一
次
大
戦
期
間
を
つ
う
じ
て
一
、
六
二
五
名
。
）
し
か
し
、
戦
時
中
に
婦
人

の
職
場
進
出
が
め
ざ
ま
し
く
、

「
ド
イ
ツ
国
（
ラ
イ
ヒ
）
郵
便
電
信
婦
人
公
務
員
組
合
」
は
戦
争
中
に
組
合
員
が
お
よ
そ
二
倍
に
ふ
え
て
約
二

五、

0
C
C人
と
な
っ
た
。
な
お
「
ド
イ
ツ
教
員
組
合
」

（U
m
E
R
7
2
F自
FH24四円
m
B〉
は
一
九
一
四
年
末
に
組
合
員
総
数
三
三
、
七
四

八
名
で
あ
っ
た
も
の
が
一
九
一
七
年
末
に
は
一
二
一
、
八
九
五
名
に
な
っ
て
い
る
こ
八
、
八
五
三
名
減
）
。
困
み
に
教
員
組
合
は
第
一
次
大

戦
中
に
は
上
記
の
「
ド
イ
ツ
教
員
組
合
」
の
ほ
か
に
、

「
プ
ロ
イ
セ
ン
教
員
組
合
」
吋
5
5
3
n
y
R
F巾
Z
2
2
3
5、

「
ベ
ル
り
ン
教
員
組

ムロ」切巾一『ロロ何回日「巾
r－qmwH14〈
E
H
L
口、

「
全
ド
イ
ツ
婦
人
教
員
組
合
」

k
－m叩思冊目ロ白
H
U
g
g
n
r
m
H
F
o
r
B
H
Fロロ
g
2
H
aロ
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
が

あ
り
、
そ
の
他
多
く
の
教
員
組
合
単
紛
が
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
き
に
述
べ
た
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
ソ
テ
レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
ほ
加
盟
組
合
か
ら
組
合
員
一
名
に
つ
き
年
額
五
ぺ
一
一
ッ
ヒ

の
割
合
で
上
納
費
を
と
っ
て
い
た
。

年
額
最
低
二
五
マ
ル
ク
は
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

し
か
し
、

組
合
員
の
す
く
な
い
組
合
か
ら
も
、

た
。
機
関
紙
と

L
て

「
公
務
員
通
信
」

（F

i

g－
F
H
H
2
3
5
5
が
一
九
二
ハ
年
一
二
月
四
日
か
ら
発
行
さ
れ
た
が
、

一
九
一
七
年

第
一
次
大
戦
前
絡
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
巾
間
関
」
と
常
例
斉
動
口
（
小
林
）

五
九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
隔
」
と
労
働
運
動
同
（
小
林
）

二
六

O

四
月
一
日
か
ら
は
隔
週
一
回
発
行
の
「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」

（U
W
の
mSOFgn『
阻
止
）
に
代
っ
た
。

「
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

ブ
ト
」
の
任
務
は
、

ド
イ
ツ
公
務
員
層
の
全
体
的
利
害
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
要
た
課
題
お
よ
び
原
理
的
課
題
を
協
力
し
て
準
備
し
、

討
議

し
、
主
張
す
る
に
あ
る
。
と
く
に
、
村
、
時
代
に
合
致
し
た
統
一
的
公
務
員
法
の
制
定
、
ね
、
上
級
・
中
級
・
下
級
の
全
公
務
員
に
ひ
と
し
く

適
用
さ
る
べ
き
統
一
的
基
礎
を
も
ち
、
そ
の
時
ど
き
の
経
済
事
情
・
物
価
状
況
を
考
慮
し
た
給
与
制
度
の
完
成
、
問
、
上
級
職
・
中
級
職
・
下

級
職
の
採
用
条
件
の
統
一
。
ま
た
職
務
能
力
が
実
際
に
証
明
さ
れ
た
場
合
に
充
分
な
る
昇
任
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
。
胸
、
公
務
員
の
教
養

を
高
め
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
こ
と

l
l以
上
回
項
が
重
点
的
な
活
動
目
標
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
イ
ン
テ

レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
に
た
い
し
て
は
、
こ
れ
に
合
流
し
よ
う
と
し
な
い
組
合
も
多
く
、
と
く
に
南
ド
イ
ツ
の
公
務
員
組
合
は
「
ド

イ
ツ
公
務
員
組
合
連
合
」

〈
('I) 
，．唱。同
白
ロ
0.. 

d 
叩

ロ
w 
::r 
('I) 

トー‘

駅
s 
冊

ロ
< 
何
同
市

ロ
問
、ー〆

を
ザコ
く
り

全
国
の
す
べ
て
の
公
務
員
組
合
を
も
れ
な
く
結
集
す

る
完
全
な
統
一
組
織
の
結
成
を
め
ぎ
し
た
。
彼
ら
は
北
部
お
よ
び
中
部
ド
イ
ツ
の
諸
公
務
員
組
合
の
代
表
者
た
ち
と
協
力
し
て
、

一
九
一
七
年

九
月
九
日
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
開
催
さ
れ
た
会
合
に
お
い
て
、

「
ド
イ
ツ
国
公
務
員
委
員
会
」

（河
mFnrg号
冊
目
仲
白
血
己
団
団
円
ゲ
ロ
回
目
）
を
創

立
し
た
。
と
く
に
バ
イ
エ
ル
ン
、
バ

l
デ
ン
、

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、

ヘ
ッ
セ
ン
、

ザ
ク
セ
ン
、

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ル
ザ
ア
ン
プ
ル
ク
、
。
フ

ヲ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
な
ど
の
諸
邦
の
公
務
員
組
合
は
、
こ
の
委
員
会
の
設
立
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
全
国
的
組
織
に
協
力
す
る
可
能
性
が
つ
く

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
国
公
務
員
委
員
会
」
は
「
給
与
特
別
委
員
会
」

（ωcロ円山命同由自由
mwnyg凹
阻
止
耳
目
。
目
。
日
仏
ロ
ロ
m）、

「
組
織
特
別
委

口貝ム耳」

（
ω
g仏
m
g
c師団
nyロ
凹
加
富
岡

O
括
富
町
田
位
。
ロ
）
な
ど
の
特
別
委
員
会
を
つ
く
っ
て
大
き
な
問
題
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
全
体
の
組
織
が

実
際
に
仕
事
を
し
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
の
協
議
の
結
果
は
「
指
導
原
則
」

（
Hha官
官
N
O
）
と
し

て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
「
公
務
員
お
よ
び
教
員
の
政
治
的
向
由
に
か
ん
寸
る
指
道
原
則
」

（円四町田町一件
N
m
w

－
U

町一百一丘一向。ロ仏門日目白同
M
O
】昨日切口｝同町

F
a
r
o
x
p同
町

2
5
5
5仏
門
巾
r
B
H）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

l
l
H、
公
務
員
の
給
与
お
よ
び
権
利
関
係
の
立
法
的
形
成

（品目冊

m
g
m同同∞
mr巾
同
町
長
ぬ
の
g
g
r
cロ
m
門同町門出
g
o
E
C
H】加一明！己ロ門凶河町
n
Z富市円
y
b
r
3
5
0）
に
た
い
寸
る
影
響
力
を
か
ち
う
あ
最
も
有
効
な
可



能
性
を
与
え
る
の
は
、
公
務
員
組
合
と
し
て
の
職
業
組
織
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
公
務
員
各
自
の
政
党
政
治
的
活
動
（
岳
白
宮
門
EMMo
－－i

同一目
n
T
叩
∞
何
件
品
目
同
ぽ
ロ
ロ
ぬ
）
で
あ
る
J

（二）

公
務
員
お
よ
び
教
員
が
も
っ
て
い
る
政
治
的
自
由
（
吉
富
山
田
口

Z
F冊
子
岳
）

へ
の
権
利
は
、
政
府
お

よ
び
判
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
権
利
は
法
律
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
回
、
公
務
員
組
合

の
組
織
は
、
特
定
の
一
政
党
の
た
め
の
宣
伝
を
お
こ
な
う
べ
き
で
な
く
、
ま
た
そ
の
組
合
員
に
特
定
の
政
治
的
信
条
を
お
し
つ
け
て
は
な
ら
な

ぃ
。
側
、
職
業
別
組
合
の
任
務
は
あ
く
ま
で
も
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る

1
i的
公
務
員
お
よ
び
教
員
が
、
と
く
に
結
社
・
集
会
・
請
願
の
権
利
、

自
治
体
に
お
け
る
被
選
挙
権
、
陪
審
員
・
陪
審
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
政
治
的
志
向
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
れ
を
い
っ
そ
う
制
限
し
よ
う
と
す
る
一
切
の
動
き
に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
と
た
た
か
う
こ
と
。

ω公
務
員
を
そ
の
公
民
的
、
国
民
経
済
的
、

お
よ
び
政
党
政
治
的
活
動
の
た
め
に
教
育
す
る
こ
と
。

を
結
成
さ
せ
る
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
。

付
諸
政
党
と
の
接
触
、

お
よ
び
諸
政
党
に
公
務
員
委
員
会
（
∞

E
g
g
s
g
R
E
Z巾）

以
上
の
「
指
導
原
則
」
を
見
る
と
、
当
時
の
公
務
員
の
政
治
意
識
の
レ
ベ
ル
と
指
導
部
の
戦
術
と
が
言
外
に
く
み
と
ら
れ
て
興
味
ふ
か
い
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
「
ド
イ
ツ
国
公
務
員
委
員
会
」
も
、

一
年
あ
ま
り
で
一
九
一
八
年
の
一
一
月
革
命
を
迎
え
た
た
め
に
、
ま

だ
統
合
的
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
え
ず
、

「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
ン
デ
レ
ッ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
と
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
連
合
」

と
い
う
こ
つ
の
競
争
的
組
織
を
協
力
体
制
に
も
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
第
一
次
犬
戦
の
開
始
い
ら
い
ド
イ
ツ
政
府
は
労
働
組
合
に
た
い
す
る
融
和
政
策
に
つ
と
め
、

一
九
一
四
年
一
一
月
一
四
日

に
は
ベ
ル
リ
ン
の
労
働
組
合
会
館
（
の

2
2円
宮
与
え
Z
E
E）
を
ド
イ
ツ
史
上
初
め
て
大
臣
た
ち
が
訪
問
し
て
い
る
。

開
戦
当
初
、

社
会
民
主

党
系
の
「
自
由
」
労
働
組
合
は
解
散
を
命
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
対
策
を
練
っ
て
い
た
ほ
と
で
、
こ
う
し
た
政
府
の
態
度
は
彼

ら
に
と
っ
て
意
外
で
あ
っ
た
。

し
か
し
戦
争
に
た
い
す
る
労
組
の
協
力
は
絶
対
に
必
要
な
の
で
、
政
府
は
企
業
内
の
労
働
者
委
員
会
設
置
、
調

停
制
度
の
充
実
、
賃
金
政
策
の
推
進
に
つ
と
め
た
。
も
ち
ろ
ん
労
働
組
合
は
軍
隊
に
よ
る
組
合
員
の
召
集
、
賃
金
の
実
質
的
低
下
な
ど
に
よ
っ

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
口
（
小
林
）

二
六



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同
（
小
林
）

て
ひ
ど
い
困
難
に
直
面
し
た
が
、

組
合
の
影
響
力
は
強
ま
っ
た
。

政
治
結
社
に
た
い
す
る
諸
規
制
は
労
働
組
合
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

」
の
年
に
は
ま
た
ド
イ
ツ
諸
邦
の
公
務
員
労
働
者

し

一一ムハ

一
九
一
六
年
六
月
五
日
に
は
帝
国
議
会
で
結
社
法
修
正
法
案
が
通
過

（
皆
由
民
自
同
ゲ
包
片
品
同
）
に
も
団
結
権
が
与
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
労
働
組
合
の
影
響
力
の
増
加
や
労
働
者
の
権
利
の
増
大
が
第
二
イ
ン
タ
ー
の

」
こ
で
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
次
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
新
中

崩
壊
と
い
う
犠
牲
の
う
え
に
か
ち
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

間
層
の
動
向
も
、
こ
の
よ
う
な
労
働
情
勢
の
な
か
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
次
大
戦
中
も
官
庁
統
計
に
よ
る
と
合
計
一
、
四
六
九
件
の
労
働
争
議
が
あ
り
、
ス
ト
参
加
者
は
二
二

O
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
報
告
さ
れ

て
い

bvし
か
し
、
そ
の
う
ち
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
の
争
議
が
ど
れ
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
守
総
じ
て
、
特
に
大
戦
中
の

職
員
層
の
動
き
に
つ
い
て
は
参
照
す
べ
き
文
献
で
自
を
通
し
え
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
、
他
臼
の
補
正
を
期
し
た
い
。

註
品
一
）
』
同
VHrgnv
仏市
H
H
U門広
2
2
E
E巾
田
辺
ロ
刊
口
広
島
町
ロ
同
州
市
山
岳
9

〉
5
m凹
σ
m
s
u
o－

ω・日・

N
E
0
2
E口
『
国
民
仲
間
正
”
の
昨
a
a
H

〉
出
問
星
島
8

5

L
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数
字
は
一
九
二
九
年
ま
で
出
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
九
二
O
年

ま
で
に
と
ど
め
た
。

（
鈎
）
東
ド
イ
ツ
の
「
ド
イ
ツ
労
働
流
動
史
文
書
・
資
料
」
で
は
一
九

一
七
年
四
月
一
一
六
日
の
文
書
に
「
商
業
時
引
組
合
ア
ル
ハ
イ
ソ

ν
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
は
〉
H
－vag回
叩

g
a回日
nr阻
止
宗
同
＆
o

E
C同g
gロ
宮
｝
凶
作
ロ
〈
R
Eロ
号
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
う
が

（
未
完
〉

正
し
い
と
恩
わ
れ
る
o
u
o
r
z
g
m口
広
己
ロ
ι
ζ
ω
Z
H
F曲目
F
S
N
C吋

のめ
mnE口F
S
内庁円《｝自己
mnrg
〉円『冊目門司同
σ司
君
。
四
百
聞
・
同
mFY白

？
ロ
S
向
日
ケ

ω・
8
∞
・
「
技
術
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
y
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
も
向
文
書
で
は
〉
手
azmogEEm口｝
E
P
L
R

R
ロV包
お
voロ
〈
mHσUロ
円
『
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
こ
の
ほ
う

が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

HE件”

ω－
E
N
∞・

（
幻
）
ハ
ル
ト
フ
ィ
l
ル
は
ご
九
一
七
年
秋
」
と
し
て
い
る
が
、
西
ド

イ
ッ
の
オ
ス
タ
l
ロ
i
ト
と
シ
ュ
ス
タ
l
の
編
に
な
る
「
ド
イ
ツ

れ
会
民
主
党
年
表
」
（
一
九
六
三
年
刊
）
で
は
「
一
九
一
七
年

末
」
と
な
っ
て
い
る
o
p
H
E
D
P－
司

B
R
S
L
ω
ロ宮田

EU

0
5
R
『

u
n
y叶
0
2
r
ι
2
仏2
2
n
y巾ロ

ωONE
－ι2ロ
or『同丘町・（し「・

戸
巧
．

U
E
N
Z
R広・）

ω．5
u．

ハ
位
）
ハ
ル
ト
フ
ィ
l
ル
で
は
ご
八
五
八
年
の
商
業
従
業
民
組
合
」
が



〈
巾
『
命
山
口
『
昨
吋
居
間
口
牛
｝
ロ
ロ
四
国
f
n
o
g
Eぽ
40ロ
呂
町
∞
と
な
っ
て
い

て
、
史
細
川
九
七
時
二
ハ
ベ

l
ジ
の
〈
司
巳
ロ
苫
円
司
自
己
5
m
m

B
E
E
F
ω
g
n
g
g
と
合
成
語
の
書
き
方
い
か
ち
が
っ
て
い
る

が
、
ハ
ル
ト
フ
ィ
l
ル
の
ほ
う
が
古
い
時
期
の
書
き
方
の
よ
う
に

忠
わ
れ
る
。
「
ド
イ
ツ
商
店
員
’
組
合
」
も
ハ
ル
ト
フ
ィ
l
ル
で
は

〈
R
Eロ己

U
E仲間
n
y
a
国
自
己
口
回
開
閉
m
m
E一『巾口
N
Z
F
巳
H
E聞
と

・
本
部
所
在
地
が
組
合
名
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
。
沼
田
三
hEuω
－

H
品
H

．

（
お
）
「
ド
イ
ツ
・
ヵ
ト
リ
ノ
ク
商
奨
職
員
組
合
辿
介
入
措
置
」
は
史
川
九
七

侭
一
七
ペ
ー
ジ
で
は
〈
R
E
D
ι
E子。一一
mnymH
官
民
ヨ
官
昆
回
目
｝
岡
市
同

〈
q
a
E明
白
問
。
ロ
ロ
E
g
n
r
uロ門｝
ω
と
な
っ
て
い
た
が
、
ハ
ル
ト

フ

ィ

i

ル

で

は

く
R
E
Z
r担任。口出口
yl｝g
g『
ヨ
宮
包
印
n
y
R

J
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2
a忠
告
5
m自
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E
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白
ロ
仕
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あ
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向
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（
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）
回
目
立
E
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r
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（
お
）
こ
の
組
合
の
一
九
一
一
二
年
に
お
け
る
組
合
員
は
約
八
八
、

coo

人
。
こ
れ
は
当
時
の
技
術
服
、
良
で
組
合
に
初
織
さ
れ
た
も
の
の
総

数
約
一
四
八
、

0
0
0人
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
。
出
国
同
岳
開
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ω．
】
戸
品
N
．
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〉

E
m円
仲
間

Fhwrω
－

zu・

（
幻
）
こ
の
「
ド
イ
ツ
書
籍
商
店
員
令
同
組
合
」
が
史
淵
九
七
純
一
七
ベ

ー
ジ
め
〉
口
問
巾
同
5
5
2
〈
2
2ロ
含
己
目
白
ro円
切
ロ
nyy白ロ年ロロ間的
i

mor己
g

と
同
じ
か
否
か
不
詳
。
史
洲
同
一
七
ペ
ー
ジ
の
和
合

は
木
部
ヘ
ル
リ

γ
で
あ
る
が
、
ハ
ル
ト
フ
ィ
！
ル
は
一
五
組
合
の

う
ち
、
他
の
一
四
純
合
に
つ
い
て
は
す
べ
て
本
邦
所
有
地
を
付
記

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
科
（
小
林
）

し
て
い
る
の
に
、
こ
の
組
合
だ
け
は
そ
れ
を
書
い
て
い
な
い
。

出血同氏
Ewω
－
H
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ツ
制
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史
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。
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－
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。
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。
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。
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史
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。
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戦
前
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ツ
に
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新
中
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ω・。。・

ハ
必
）
東
ド
イ
ツ
の
「
ド
イ
ツ
タ
働
運
動
史
文
書
・
資
料
」
の
一
九
一
七

年
四
月
一
一
六
日
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け
文
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ド
イ
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ロ
総
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別
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四
百
企
ロ
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扇
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自
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ロ
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官
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「
統
一
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期
成
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パ
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ツ
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マ
イ
ン
シ
ャ
フ
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与
岳
縄
問
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O
E
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同
仲
宗
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目
国
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四
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民
団
口

r
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〈
R
E
E自
が
連
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
代
表
者
の
サ
イ
ン
入
り
で
「
軍
事
院
総

裁
」
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ι
R
司
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a
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牛

g
関
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2冊
ろ
に
あ
て
た
も
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あ
る
。
最
初
の
総
委
員
、
会
の
代
表
は

P
H
h
m芯
ロ
で
あ
り
、
最

後
の
＝
団
体
の
代
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
口
同
・
次
D
Z
R
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ω・

〉
丘
yhP52
と
り
円
・
出
口
問
－
o
で
あ
っ
た
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こ
の
文
書
は
「
田
町
在

の
時
点
に
お
け
る
ス
ト
ば
避
け
ち
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
国

Z
a
m
a
n
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の
維
持
と
安
全
と
が
第
一
位
に
た
つ
」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
労
働
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お
よ
び
職
員
ハ
島
由

〉
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合
同
ロ
旦
〉
ロ

maz－－
S
ロ
）
の
不
満
の
原
因
を
除
か
ね
ば
な

ら
ぬ
、
と
ぐ
に
食
料
品
の
分
配
お
よ
び
価
格
に
た
い
す
る
限
慮
が

足
り
な
い
と
和
協
附
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
工
業
の
企
業
家
た
ち

が
平
時
に
お
い
て
さ
え
被
雇
用
者
の
不
満
を
ま
ね
く
や
り
方
を
戦

時
の
現
在
ま
だ
改
め
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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,,Neuer Mittelstand" und die Arbeiterbewegung in 

Deutschland vor und nach dem 1. Weltkrieg 1 :U: ) 

Eizaburo KOBA Y ASHI 

Als der erste Weltkrieg ausbrach, befürchteten die „freien" 

Gewerkschaften ein V erbot. Aber die Regierung wollte sich wegen 

der Kriegsnotwendigkeiten auf die Organisationen der Arbeiter und 

der Angestellten stutzen. Also kam es zu einem „Burgfrieden." Auf 

dem Opfer des Zusammenbruchs der l Internationale nahm der 

Einfluss der Gewerkschaften und der Angestelltenverbände zu. Die 

Zentralleitungen der Gewerkschaften und der Angestelltenorganisationen 

schrieben 26. April 1917 an den Chef des Kriegsamtes, Groener : 

"Arbeitseinstellungen m der gegenwärtigen Stunde sind zu 

vermeiden ; Erhaltung und Sicherheit des Reiches stehen an erster 

Stelle. ( · · · · · ·) Die wesentlichste Ursache, die die Stimmung für die 

Arbeitsniederlegungen schuf, ist in den unzureichenden Massnahmen 

auf dem Gebiete der Frnährungspolitik zu erblicken. ( · ·· · ··) Leider 

haben viele Unternehmer, vornehmlich in der Grossindustrie, auch 

während der langen Dauer des Krieges, sich nicht von den Methoden 

der Behandlung der Arbeitnehmer frei gemacht, die schon in 

Friedenszeiten zu grosser Unzufriedenheit und zu scharfen Kämpfen 

führten und die auch jetzt unausgesetzte Reibungen hervorrufen. 

( ...... )" (Dokumente und Materialien zur Gesch. der deutschen Arbeiter­

bewegung. Dietz Verlag Berlin 1958. Reihe II, Band 1, S. 626f.) In 

diesem Teil meines Artikels untersuchte ich die Bewegung der Privatan­

gestellten und der Beamten während des 1. Weltkrieges, insbesondere 

die Arbeitsgemeinschaften und Interessengemeinschaften kaufmännischer 

Verbände, technischer Verbände, freier Angestelltenverbände, oder 

Beamtenverbände. 




